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Ordering Information Implants E1 Bi-Polar

●抜去操作<Disassembly of E1 RingLoc Bi-Polar>

Step1：リムーバルツールの
サイズ選択

バイポーラカップのサイズに対
応した８種類の抜去用の器械が
用意されています。
適合するサイズのリムーバル
ツールを選択します。

Step2：リムーバルツールの差込
適合するサイズのリムーバル
ツールをポリエチレンライナー
の外周の溝穴に差し込みます。

Step4：メタルシェルの抜去
リムーバルツールのリング部分
を指で固定し、もう片方の手で
メタルシェルをツイストしなが
らまっすぐ引き抜きます。

Step5：ポリエチレンライナー
の抜去

ステムのネック部分にポリエチ
レンライナーの片方を押し当
て、テコの原理でライナーをモ
ジュラーヘッドから外します。

Step1 Step2 Step3 Step4

E1 Bi-Polar
製品名 製品番号 サイズ リムーバルツール

E1 Ringloc Bi-Polar

※110010617 外径38MM 内径 22MM

バイポーラリムーバルリングTL38-40※110024591 外径39MM 内径 22MM

※110010716 外径40MM 内径 22MM

110010458 外径41MM 内径 28MM バイポーラリムーバルリングTL41

110010464 外径42MM 内径 28MM バイポーラリムーバルリングTL42

110010460 外径43MM 内径 28MM

バイポーラリムーバルリングTL43-45110010461 外径44MM 内径 28MM

110010454 外径45MM 内径 28MM

110010465 外径46MM 内径 28MM
バイポーラリムーバルリングTL46-47

110010459 外径47MM 内径 28MM

110010457 外径48MM 内径 28MM

バイポーラリムーバルリングTL48-50110010456 外径49MM 内径 28MM

110010470 外径50MM 内径 28MM

110010462 外径51MM 内径 28MM
バイポーラリムーバルリングTL51-52

110010452 外径52MM 内径 28MM

※110010468 外径53MM 内径 28MM

バイポーラリムーバルリングTL53-55※110010455 外径54MM 内径 28MM

※110010476 外径55MM 内径 28MM

※はオプションサイズとなります。また、掲載以外のサイズにつきまして弊社営業担当者までお問い合わせください。
販売名：E1 バイポーラシステム　　承認番号：22500BZX00478000
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E1 RINGLOC BI-POLAR Surgical Technique

E1 Antioxidant Infused Technology

Ringloc テクノロジーによるメタルシェルとライナーの高い固定性
Biomet がバイポーラコンポーネントに採用しているRingLoc デザインはカップとラ
イナーの適合性を確実に維持すると共に、レバーアウトやプッシュアウトの応力に対し
て固定性を発揮します。

ロッキングメカニズムによるフェモラルヘッドの脱臼抵抗力
ロッキングメカニズムは、レバーアウト抵抗力を発生させるために厳密な精度を追及し
て設計されています。そのためヘッドを強固に保持し、高い脱臼抵抗力を生み出します。

簡単な挿入・抜去方法
Biomet の E1 RingLoc バイポーラカップの組立は、ポリエチレンライナーを徒手的
にフェモラルヘッドに押し込んだ後に、メタルシェルを上から被せ、組み立てます。抜
去の必要がある場合にはリムーバルツールをポリエチレンライナーの外周に押し込み、
メタルシェルを取り外す事で抜去が可能です。

広範囲なオシレーションアングルを確保

Not all polyethylene is created equal

リメルティングポリエチレンの特徴
•耐摩耗性 1

•強度の低下 2

•耐酸化性の限界 3,4

アニーリングポリエチレンの特徴
•耐摩耗性 1

•強度の維持 5,6

•耐酸化性の限界 7,8,9

ブレンドポリエチレンの特徴
•耐摩耗性の低下 10

•強度の維持 1

•耐酸化性の向上 11,12

抗酸化剤浸漬／浸透ポリエチレンの特徴
優れた耐摩耗性
－ RSA Study で 5年経過時0.05mmの少ないペネトレーション量を示した 13

機械強度の維持
－ ガンマ線または電子線照射後のリメルティングを回避することで、疲労強度の向上
と耐酸化性の獲得を目的として開発された 14

耐酸化性
－ E1に含まれるαｰトコフェロールが、過酷な環境応力亀裂試験においてもポリエチ
レンの酸化を防止した 10

－ 脂質を含ませ、さらに経年劣化処理を施したポリエチレン試験材料の中で、ビタミ
ンE浸漬／浸透ポリエチレンが、最も優れた酸化に対する安定性を示した 15
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●組立操作<Back Table Assembly>

●組立操作<in Vivo Assembly>

Step1：適切なサイズのモジュラーヘッド
を清潔野に置きます。平らで底が硬く、安
定した場所が望ましいです。
ポリエチレンライナーの組み立て
ポリエチレンライナーをモジュラーヘッド
に被せ、両手で覆います。クリック音が聞
こえるまで体重を掛けながら押し込みます。

Step1：寛骨臼サイズの測定
トライアルハンドルにバイポーラトライアル
を取り付け、寛骨臼のサイズを計測します。

Step4：ロッキングリングの確認※

ロッキングリングがバイポーラカップのメ
タルシェル内側の溝に装着された状態で
パッケージされていますが、メタルシェル
をポリエチレンライナーに装着する前にこ
のロッキングリングがメタルシェル内側の
溝の中に正しく収まって円周上を自由に動
くか、またロッキングリングの面取り部分
がメタルシェル開口部側に向いているか確
認してください。

Step2：メタルシェルの組み立て
ポリエチレンライナーを指先で保持し、メタ
ルシェルをツイストしながらはめ込みます。

Step2：仮整復
ブローチに適切なサイズのネックトラニオ
ン、モジュラーヘッドトライアルを取り付
け、仮整復を行います。

Step5：メタルシェルの組み立て
ポリエチレンライナーを指先で保持し、メ
タルシェルをツイストしながらはめ込みま
す。

Step3：フェモラルコンポーネントへの
取り付け

組み立てたバイポーラカップをフェモラル
コンポーネントに取り付け、フェモラル
ヘッドドライバーを用いて数回叩くこと
で、取り付けが完了します。

Step3：ポリエチレンライナーの組み立て
ステムのネック部分にポリエチレンライ
ナーの片方を押し当て、テコの原理でポリ
エチレンライナーをヘッドに取り付けます。

Step6：メタルシェルの固定確認
ポリエチレンライナーのロッキング溝に
ロッキングリングが嵌まり込むことでメタ
ルシェルの固定が完了します。
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※ロッキングリングの確認はBack Table Assembly 操作においても必要になります。
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